
 

 

 

 

 

 

「楽
たの

しかった」で終
お

わる修学
しゅうがく

旅行
りょこう

ではなく、 

「学
まな

んだ」「仲間
な か ま

とのつながりが深
ふか

まった」と思
おも

えるものに 

修 学
しゅうがく

旅行
りょこう

が近
ちか

づいてきました。子
こ

どもたちは、友
とも

だちと一緒
いっしょ

に過
す

ごす時間
じかん

を楽
たの

しみ

にしていることと思
おも

います。もちろん友
とも

だちと一緒
いっしょ

に、普段
ふだん

とは違
ちが

う場所
ばしょ

で楽
たの

しい時間
じかん

を過
す

ごすことも修 学
しゅうがく

旅行
りょこう

の大切
たいせつ

な一面
いちめん

です。 

でも、修 学
しゅうがく

旅行
りょこう

は「友
とも

だちと楽
たの

しく旅行
りょこう

をする」だけのもので

はありません。今回
こんかい

の修 学
しゅうがく

旅行
りょこう

では、阪神
はんしん

・淡路
あわじ

大震災
だいしんさい

について

学
まな

びます。過去
か こ

の震災
しんさい

から私
わたし

たちは何
なに

を学
まな

び、これから起
お

こるかもし

れない災害
さいがい

に、どのように備
そな

えていけばよいのか、「防災
ぼうさい

・減災
げんさい

」について考
かんが

える機会
き か い

です。そして、災害
さいがい

から命
いのち

を守
まも

るためには、自分
じ ぶ ん

の命
いのち

は自分
じ ぶ ん

で守
まも

る「自助
じ じ ょ

」、行政
ぎょうせい

な

どによる「公
こう

助
じょ

」、地域
ち い き

や周
まわ

りの人
ひと

と助
たす

け合
あ

う「共助
きょうじょ

」が大切
たいせつ

であることも学
まな

びます。 

もう一
ひと

つ、修学
しゅうがく

旅行
りょこう

で大切
たいせつ

にしてほしいことがあります。 

それは、『仲間
な か ま

を知
し

る』ということです。 

●いつも一緒
いっしょ

にいる友
とも

だちだけでなく、これまであまり話
はな

したことのなかった友
とも

だち

のことを知
し

る。（六年間
ろくねんかん

過
す

ごして今更
いまさら

?!…かもしれませんが、まだあまり親
した

しくない

友
とも

だちはいますよね。） 

●一緒
いっしょ

に考
かんが

え、支
ささ

え合
あ

い、困
こま

っている友
とも

だちに声
こえ

をかける。 

●自分
じ ぶ ん

の思
おも

いを、相手
あ い て

のことを考
かんが

えながら伝
つた

える。 

そんな経験
けいけん

を重
かさ

ねることで、学年
がくねん

としてのつながりも強
つよ

まり、運動会
うんどうかい

にむけて信頼
しんらい

関係
かんけい

が深
ふか

まるのです。 

小学校
しょうがっこう

生活
せいかつ

も残
のこ

り半年
はんとし

となりました。修学
しゅうがく

旅行
りょこう

でのひとつひとつの経験
けいけん

を、これか

ら始
はじ

まる中学校
ちゅうがっこう

生活
せいかつ

へとつないでいってほしいと思
おも

います。 

一人
ひ と り

ひとりが何
なに

かを感
かん

じ、考
かんが

え、仲間
な か ま

と共
とも

に成長
せいちょう

する二日間
ふつかかん

になることを願
ねが

ってい

ます。 
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